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論文内容要旨
研究罵的
 最近血中の癌細胞に関して数多くの榮績がみられるが,その本態や臨床的意義については定む
 未解決の点も多い。一方,。肺癌は小循理腰器の癌腫という点で塒殊攻地位にあわ,.また他臓器癌
 に較べ転移形成の頻優が高く治療成績も悪俗こと等から,肺癌患者に赴ける血中癌細胞の臨床的
 意義を知ることは重要攻問題であると考えられる。よって著者は原発性肺癌(以下肺癌と称する)
 思考を対象として血中癌細胞の検索を行ない,その臨床的意義わ検討を試歩た。
 検査症例ならびに検串方法
 検蚕症例は肺癌患者95例であるが,他に対照として他臓離籍患者51例かよび健康者または
 非癌患者マ8例についても検索を行なった。検査材料は,末梢静脈血は尉静脈よわナ動脈血は肘
 動脈または股動脈より,局所静脈血は曄蕊局所からの流出静脈よりそれぞれ採取して,S&Rα一
 be「gのフイブリノ馬ゲソ法を胴いて癌細胞を分離検出した。
検繋成績
 A.血中癌細胞の性格
 血中に琶甥した正渤徽糊包以外の異常細胞を」)癌細胞,2)疑癬無胞,5)異型細胞の
 5鷺に分類して観察した。各群に麟する細胞の横風率は,肺癌患者の末梢静脈磁で癌細胞1朱6
 %,疑癌綱胞16・8%,異i型細胞fzg%1,局所静脈愈ではそれぞれ4Z8%ン8,7%,マ50
 %,麿た他1鐵器癌患者の末梢静脈血では97%,16」%,97%であった。これによると局所
 静脈血に寿げる癌綱胞検出率が馨しく高いこと,かよび}末梢静脈面.の癌細胞検患率は肺癌と他
 臓器癌とで有意の差が攻いことがみとめられた。酸た,葬癌例では肩.4%に異型細胞が検畠さ1旧
 れた。次に陽性例について検出された癌細胞の数はどの程度であるかをみると朱欄静脈血では
 嘆4例中葉2例が1度(合標本中窪～4個)で雌疑程慶が低かった溝局所静脈盗では口例中
 i.慶5鱈2度4例,5度(喋標本中数個～数風0個)以上のものが4例で,癌細胞の出現程蔑
 も著しぐi高かつプヒ。また,動脈血と静脈慮とにかける検出成績を比較したところ,癌細胞の検出
 率,繊現程度共に大差は攻かつた鵜検出された癌細胞,疑癌細胞の大きさが,動脈血のものは
 静脈血のものより一般に大型であった。
 B。肺癌患春にかける諸所見と血中癌細胞との関連
 1)・肺癌の癌期を。▽e跳。■tの分類に従って分類し,各病期別にかける血中癌細胞検嵐率を
 みると,潜伏期該当症例たし,沈黙期19%「野危急,期窪α3%,蔓延期≦畠%で,病期が進
 行し牟もの程検出率が高かった。これに対して罹病期間と検繊塵との間には一定の関係がみられ
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 なかった。また,臨床症状では喀戯血痰のあるものはそうで攻いものに較べ検出率が高かった0
 2)胸部X線像との関係は,肺門陰影と肺野陰影のものとで検出率の差異はみ・られなかったが,
 陰影の性状に関しては結節状陰影を呈した症例にかいて検出率が高かったD
 5)肺癌の粗織像との関係をみると扁平上皮癌で98汚・腺籍で50.0%,未分化細胞癌では
 25.5%に癌細胞が検出'され,腺癌と未分化細胞癌とにかいて検出率が高かった。
 4)肪癌の転移所見と検患率との関係は,転移巣が全くみられ友かつた症例では0%,肺門部
 リソ・噸転移のみがみられたもの徹91%に癌糊勘強磁され・さらに遠隔転移のあったもので
 は検出牽が一膚高い・傾向を示した。
 5)手術の可能性との関係は夢切除可能例で黛4%,不能例で145%が血中癌細胞陽性であ
 った0
 6)切除例について捌出した腫瘍の大き霞を測定し,これと検撮成績との関係をみると,末梢
 血b局所血胸源腫瘍の大きさが大養い程癌細胞検出率が高いことがみとめられた。
 7)塩中癌細胞出現に及ぼす手術の影響を検討ずるために,手術前後に赴ける東梢静脈血の癌・
 細胞検畠率を術式別に比較したと噂ろ,根治切除例では術前59%術後0%,合併切除例では術
 前555%術後25%でいずれも術後の検出率痢ま低下して齢妨また,診査開胸例では術前砿5
 %術後46,7%で,この場合も術後の血中癌細泡検出率が高盛るという傾向はみられなかった。
 8)祖名の肪癌患者にう恥てガ,1～5ケ月の間にむのかの数團検索を行政つたが,遼続検査
 の横繊成績はすべて一驚でなく,陽性例でも総検査回数の中の何回かに癌綱胞が検出された婬過
 ぎなかった。嘆た化学療法の影響についても不定の成績が得られた。
 づ)検出成績と患潜の予後との関係燐切除鋤でも来相銀瓢局所簸薬癌細胞が検出された症例
 かよび切除不能例で血中癌細胞が検出されたものは予後が極めて不良であっ允。
 窪0)音肘壷イ列喋5{舛の競歩所見と生前血中癌鞭胞検出成績を対比したところ,癌細胞陽性群,疑
 癌細胞出現群では血行性転移による臓器に広範な転移巣形成がみられたが,1陰性群では少なかっ
 た。
 総括ならびに結論
 」)肺癌患暫の豊中癌細胞を検索し・宋糟静脈血で1宏ぐ%に》腫瘍局所の濃流静脈血で4Z8
 %に癌調膳が検出された。2)肺癌の病期が進行したもの・原膿瘍が大きいもの,鞭織学的に腺
 癌かよび未分化癌の像を呈するもの,転移所見が著しいもの,喀血廠疫がみられたもの1切除
 不能のもの等はそうでないものよわも癌細胞の検愚灘が高かった。5)学術龍後に赴いて血中癌
 細胞検出成績は大差がたく量震た,化学療法の影響につ恥淀は一定の傾向がみられ窪かった0
 4).血中癌細胞陽性例は陰性例よ珍も予後が不良であった。5)剖検例の転移所見をみると癬細
 胞陽樹列賄行徳転移形成が多いことがみとめられた。
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 審査結果の要旨
 血中癌細胞の問題は,近年各方面の灘目を浴び検討されつ＼あるが,その本態や臨床的意義
 に関しては未解決の点が少なくない。著者は,多数の肺癌患者かよび他膿鋸癌患者について,
 血中癌綱胞の検索をお・こ;ない,次のような成績を得た。
 1)癌患者の血中に出現する異常細胞を,癌細胞(形態学的に癌細胞の特長を十分に備え,
 源腫瘍の擦過標本に於ける癌細胞と同一であるもの),疑癌細胞(癌細胞の特長が不十分なも
 の),お・よび異型細胞(癌細胞とは考えられなレ・異常細胞)の5型に分類して,癌細胞の判定
 を沿こなった。
 2)肺癌患者の末櫓静脈総中には癌織胞が観6%,疑癌細胞が窪68%,異型細胞が鉱9
 %検出されすまた他臓器癌、患者においてはそれぞれ皇7%重16,1%,97%検出され,宋櫓
 静脈壷中1鰯づる癌細胞の検患率は肺癌と他臓雛癌との問に有意の差がみられなかった。また,
 肺癌愚妻の局所静脈工組中にかける癌細胞検出率は4Z8%で,末梢静脈∫≦昼中に設けるよりも馨
 しく高率であった。
 3)肺癌患者の血中癌細胞陽性例にかいて検出された癌細胞数は,末梢静脈血では金標本中
 で窪～4個検出される程慶であったが,局所静脈面では唾標本中に数個～数十緬険嶺されるもの
 が多かつ蜘0
 4)肺癌愚老に於いて,病期が進行したもの,腫瘍が大きいもの,組織像が腺癌かよび未分
 化細胞癌像を呈するもの才肺外転移がみられたもの,喀血,血痰がみられたもの,切除が不能
 のもの等は然らざるものに較べて血中癌細胞出現率が高かった。
 5)手術の雨後に沿ける末梢血中癌細胞検出率は・殆んど差がみられず,また化学療法の影
 響についても一定の傾向がみられなかった0
 6)血中癌細胞が陽性な肺癌患者は,陰性例に比して予後が不良であった。
 7)生前に血中癌細胞陽性例は.,剖検斯免にかいて血行性転移が多くみとめられた。
 本論文は肺癌患者にかける血中癌細胞の臨床的意義,更らに癌の血行性転移の問題に関して
 貴重な示唆を与えるものと認める。
 よって本研究は薩学博士の学位を授与するに値するものと判定する。
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